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各診療科等の紹介 【輸血部】

本院輸血部は1981年に新設
されました。現在は部長，副部長

（兼任）１名の２名の医師と，５名
の臨床検査技師のスタッフで構成
される部署です。部長は，日本輸
血・細胞治療学会認定医，自己血
輸血責任医師，細胞治療認定管理
師資格を，臨床検査技師５名のう
ち４名は認定輸血検査技師の資格
を保有しています。学会の研修制
度指定施設（認定医，認定輸血検
査技師，学会認定・臨床輸血看護
師）に指定され，毎年東北各県か
ら研修を引き受けて活動していま
す。

前回，「南塘だより」に輸血部
が掲載されたのが2008年でし
た。この15年余の間に輸血医療
は大きな変遷を遂げています。当
時は，①緊急時の ABO異型輸血
を行うためのマニュアルの整備，
②緊急大量出血時の院内採血（ス
ペンダー血）の適正運用，③輸血
後感染症検査の普及，④輸血検査
業務効率化，⑤院内の安全で適切
な輸血体制の構築等を目標として
いました。

上記の課題は，現在は①高度救

命救急センター
への放射線照射
済 み O型 赤 血
球液の配備によ
り，より迅速な
緊急赤血球輸血
が可能になりま
した。②クリオ
プレシピテート
の院内調製を開
始 す る と と も
に，院内にフィ
ブリノゲン製剤
を在庫すること
で，安全性が担
保されていない
スペンダー血の利用をなくしまし
た。③輸血用製剤の核酸増幅検査
技術の進歩により，輸血後肝炎や
輸血後 HIV感染はほぼ克服でき
る状態となり，主治医が必要と判
断した患者のみ輸血後感染症検査
を施行することになりました。④
手術用血液は，すべて血液型不規
則抗体スクリーニング法（Type 
& Screen法；T&S法）で 準 備
し，輸血業務は大幅に効率化され
ました。⑤学会認定制度の認定医

本院は，2024年６月６日に
カ ン ボ ジ ア 脳 神 経 外 科 学 会 と

（株）KMSIとの相互交流に関する
協定を締結しました。

協定締結式には，袴田健一病院
長，カンボジア脳神経外科学会 
Sokchan Sim （ソクチャン シ
ム）会長，KMSI石橋千賀代表取
締役の代理で，医療法人社団 KNI

北原国際病院 林祥史医師、脳神
経外科 斉藤敦志教授らが出席し
ました。

また，袴田健一病院長から，
Sokchan Sim会長に，本院第１
号目となる招聘診療教授の称号が
授与されました。

三者はこれまで，カンボジア脳
外科学会主催の手術手技セミナー

などで交流してきた実績
があり，本協定を契機に
カンボジア脳神経外科学
会所属の医師に対してオ
ンライン・オフラインで
のレクチャーや，本邦で
の研修を実施予定で，カ
ンボジア脳神経外科学会
の正式な教育プログラム
として運用されることで
持続的な教育活動を目指
します。

カンボジア脳神経外科学会と（株）Kitahara Medical Strategies 
International（KMSI）との相互交流に関する協定を締結

関係者で記念写真

協定締結記念写真

現在，大学病院の国際化推進委
員会と医学部の国際交流委員会の
仕事に従事させていただいており
ます。私は，医師になる以前より
国際医療支援活動に興味を持って
おりましたので関心領域で仕事を
いただけておりますことに心より
感謝いたしております。この領域
は，海外の医師や医療スタッフと
の出会いはもちろんですが，袴田
院長をはじめとする国内の海外経
験が豊富な先生方との出会い，視
野が広く仕事に前向きな事務の
方々との出会い，これからの医師
の活動に夢を見ている学生との出
会いにも恵まれております。広い
領域の方々との出会いを通して，
私自身も成長させていただきなが
ら今後の展開に希望を持っており
ます。“国際化” や “海外” という
言葉には，何か広い世界への憧憬
や，現状の変化を感じさせるもの
があり，新しいものに向かって自

分を大きく強く変えてくれるよう
な魔力を秘めているようにも感じ
ています。現実逃避ではありませ
んが，現状打破のための大きな刺
激に溢れていて，わくわくするよ
うな新鮮な気分をもたらしてくれ
ます。
私の最初の国際医療支援活動

は，15年前のカンボジアでのボ
ランティアに始まります。日本医
療開発機構を通じてカンボジアの
脳神経外科診療において医療資源
が不足している現状を知り現地に
向かいました。当時は，脳神経外
科学会も発足しておらず，脳神経
外科医と名乗る先生は国内に３名
程度で顕微鏡下手術はほとんど行
われておりませんでした。急性硬
膜下血腫の緊急症例に対して，若
いモチベーションの高い外科医と
手術をさせていただく貴重な経験
ができました。この手術を通し
て，海外の医師との手術を通じた

意志の疎通や共通の目的のために
結束する充実感は強く胸に刻まれ
ました。この経験が忘れられず，
将来，実力をつけてより深く国際
的に医療貢献ができることを目標
のひとつに手術を磨いてきたとい
えます。
今年の１月に大学病院の国際化

を使命に，カンボジアの現状視察

の機会をいただき，都市部の急速
な経済成長やインフラの整備状況
に驚かされました。各国の医療支
援が進み，病院数は増加し，MRI
などの診断機器も充実していまし
たが，患者の増加とともに診断は
できるが治療ができない，現地医
師のもどかしさも目の当たりにし
ました。カンボジア脳神経外科学
会も設立され，会員も30名を超
えていましたが，脳神経外科の得
意とする顕微鏡下手術の教育が特
に遅れていること，富裕層の国内
の脳神経外科症例が隣国のタイや
マレーシアに流出している現状も
大変，気になりました。同じ危機
感はカンボジア脳神経外科学会も
抱いており，２月に顕微鏡下手術
技術の向上を目的とした手術手技
セミナーを外科学会に併設して開
催いただく機会をいただきまし
た。20名程度の若い脳神経外科
を志す医師が，首都のプノンペン

だけでなくカンボジアの各地から
集まり，バイパスや脳動脈瘤
clippingのセミナーを熱心に受
講してくれました。６月には巨大
聴神経腫瘍の摘出と硬膜動静脈瘻
の現地での手術指導の機会に恵ま
れました。参加医師の目の輝きか
ら，私が15年前に感じた充実感
が再びこみ上げてきました。袴田
院長のご指導の下，大学病院とカ
ンボジア脳神経外科学会のMOU
締結に至り，現地での手術指導の
道が開かれたことにあらためて感
謝致します。
当院の国際化は，医師による医
療支援に留まらず，看護師さんや
技師さんなどの医療スタッフ，事
務の方々の海外視察を始めとし
て，双方向の交流にこれから発展
していくことが期待されます。
“国際化” や “海外” という言葉の
魔力は，新しい自分との出会いを
誘っているのかもしれません。

先憂後楽

病院長補佐　斉藤敦志

国際医療支援に思う

医師の働き方改革が始まって半
年が経過しました。診療科内での
業務の見直し，チーム医療の推進
や意識改革にご協力いただいた結
果，長時間労働が少しずつ是正さ
れてきています。医師の時間外業
務の抑制は，医師の健康維持だけ
ではなく，業務の効率化による生
産性の向上，さらには医師から指
示を受けるメディカルスタッフの働
き方にも好影響を与えます。タス
クシフトを受けるメディカルスタッ
フの増員計画も進めています。私
たちの職場全体の改革が進むこと
により，「本院の優れた医療をよ
り多くの患者さんに届ける」との
本院のミッションを今以上に果た
すことができるものと期待します。
さて，10月１日から中央診療
部門の一つとして設置された遠隔
医療センターについてご紹介しま
す。本学では，情報通信技術を活
用した遠隔医療の推進を大学全体
の目標に掲げ，既に遠隔透析管理
や遠隔救急診療支援などが導入さ
れています。今年度中に遠隔ICU
や遠隔手術も開始されます。これ
らは主に地域医療を担う医師への
診療支援（D�to�D:�doctor� to�
doctor）を目的としていますが，
今後は患者さんの直接的な診療
（D�to�P:�doctor�to�patient）に
も取り組むことになります。D�
to�P開始の第一の目的は患者さ
んの負担軽減です。特定機能病院
である本院は広域から患者さんを
受け入れていますが，特に遠隔地
から受診される患者さんの長距離
移動に伴う肉体的，精神的，経済
的負担の軽減につながるものと期
待されます。第二の目的は医師側
の負担軽減です。本院では毎日

100名程度の医師が兼業として
地域医療支援を行っています。そ
の一部を当院からの遠隔診療で行
うことで，長距離移動に伴う負担
を大幅に軽減できます。働き方改
革に寄与するとともに，負担の少
ない形での新たな地域医療貢献が
可能となりますので，今後多くの
診療科での活用が期待されます。
大きく変化する社会状況にあっ

て，このような新規技術の導入に
よって本院の診療機能の最大化と
働きやすい職場環境の両立を目指
していきたいと思いますので，職
員の皆様におかれましても引き続
きご理解とご協力をお願い申し上
げます。

と認定輸血検査技師が輸血部に，
院内に多くの学会認定・臨床輸血
看護師，学会認定・自己血輸血看
護師が在籍して，安全な輸血療法
のために活躍しています。

今後も各診療科，診療部門と協
力して，院内の安全で適切な輸血
療法の遂行に努めたいと存じま
す。何卒ご指導・ご鞭撻のほど，
よろしくお願いいたします。

 （輸血部長　玉井佳子）

招聘診療教授称号授与
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猛暑だった今年の夏はようやく過ぎ去っていきましたが，台風や洪水
など身近に自然災害といった大きな爪痕を残していきました。被害に遭
われた方には心よりお見舞い申し上げます。さて，本号記事で国際交流
の話題が掲載され，執筆現在には台湾の偕醫學院より医学生を迎えてい
ます。今，大学や大学病院は国際化を求められていますが，一方で地域
医療を支えていく重要な役割を求められています。そういった中，「魅
力のある」附属病院にするには，過去を尊重しつつも未来に向かって何
をするべきか，秋の夜長に月を眺めながら一人一人が考えるのも「おも
むき」があるのではないでしょうか。なにか「お月様」がヒントをすこし
与えてくれる気がします。� （病院広報委員会委員　藤田征弘）

【 編集後記 】

られるものではなく，防災や災害
からの復興におけるたくさんの領
域からのアプローチが必要です。
これからに備えて大学全体で防災
や復興に関する取り組みが根付い
ていくことを願っております。

（高度救命救急センター　
 センター長　花田裕之）

2024年６月３日，令和６年
能登半島地震における弘前大学医
学部附属病院災害医療支援チー
ム，DMAT （Disaster Medical 
Assistance Team）と JRAT

（Japan Disaster Rehabilitation 
Assistance Team）が弘大表彰
をいただきました。今回の弘前大
学 DMATチームは１月７日から
10日までと16日から27日ま
で延べ５隊が活動しました。第１
次隊の診療は夜間に訪れたコロナ
やインフルエンザ感染症の治療が
主体でその後は珠洲地域から金沢
への患者や施設入居者の搬送，医
療チームの統括などでした。能登
半島地震の現地医療チームとして
の活動について表彰をいただいた
わけですが，各チームの活動は，
これを支えていただいた（例えば
準備や勤務の振り替え，DMAT
では車両運搬など）いろいろな
方々のバックアップがあって初め
て成り立ったものであり改めて感
謝申し上げます。

災害医療の大きな枠組みは，
1995年の阪神淡路大震災での
教訓を基に作られてきました。多
くの患者が被災地域の限られた

病院に集中し，もし平時の医療が
提 供 で き た な ら 救 わ れ た 命 が
500程度あった可能性が指摘さ
れて，災害拠点病院，DMAT，
EMIS（Emergency Medical 
Information System），自衛隊
機を用いた広域搬送などが整備さ
れました。2011年の東日本大
震災でなるべく早期に現地で救急
救命医療を提供する，が中心の考
え方では発災後に長期にわたって
発生する災害関連死は防げないこ
とが明らかとなりました。急性期
救急医療のみならず，避難所での
通常医療の提供や心の支え，高齢
者ではリハビリも重要であり，急
性期から慢性期にわたって種々の
医療提供の必要性が認識されるよ
うになりました。まさに今回の医
療活動はこの様なものとなりまし
た。

やっと日常に近い生活が取り戻
せるようになった矢先の９月の水
害は，どれほどの影響をもたらし
ているか想像を絶するものがあり
ます。心おれずに復興いただくこ
とを願うばかりです。今回は医療
チームが弘大表彰をいただきまし
たが，災害時には医療だけで支え

弘前大学表彰を受賞して（DMAT）

こ の 度，2024年 能 登
半島地震における JRAT
活動に対し弘前大学表彰を
受賞いたしましたことをご
報告させていただきます。
南塘だより第113号にお
いて，自身の JRAT派遣に
関するご報告をさせていた
だきました。その後，青森
県災害リハビリテーション
連絡協議会（青い森JRAT）
として，２隊10名が派遣
となっております。派遣地
域は２隊ともに珠洲市で１
隊は２月25日から29日
まで，もう１隊は３月10
日から14日の派遣となり
ました。派遣された時期に
は珠洲市は断水が続いてお
り，宿泊は珠洲市総合病院のリハ
ビリテーション室を使用させてい
ただきました。珠洲市内での活動
内容は，避難所での生活不活発病
予防としての体操指導，杖や車椅
子等の歩行補助具の調整，トイレ
の手すり調整や段差への滑り止め
設置などの環境調整など多岐に渡
る活動を行いました。

珠洲市内は道路状況も改善して
おらず，倒壊した家屋の片付けも
ほぼ行われていない状況でした。
また，沿岸部では津波の被害が
はっきりと残っており，流された
船や自動車などのもそのまま残っ
ている状況でした。青森県では石
川県よりも高齢化率が高く，同様
な地震が発生すると避難所へ避難

する高齢者が増加すると予想され
ます。そのため，青森県での災害
リハビリテーション体制に関して
更なる準備をする必要があると痛
感致しました。現在，青森県と連
携を行い，研修会の開催や協定締
結へと向けた準備について進めて
いる最中です。今回の派遣を許可
いただきました袴田病院長をはじ
め，リハビリテーション部の津田
部長，リハビリテーション部のス
タッフには感謝申し上げたいと思
います。今後も病院関係者の方に
はお世話になることが多いと思い
ますが，JRAT活動に関してご支
援をいただけると幸いです。

（リハビリテーション部　
 療法士長　西村信哉）

弘前大学表彰を受賞して（JRAT）

本院は，2024年７月３日（水）
に，弘前地区消防事務組合と大規
模災害等における連携協定を締結
しました。

本協定は，石川県能登半島地震
の被災地へ弘大病院の DMATが
派遣された際に，救急車での移動
に関して発生した様々な課題を，
両者間で共有したことを契機とし
て締結されました。

協 定 に は 大 規 模 災 害 等 へ の
DMAT派遣時に救急車及び救急
救命士が帯同することや，同組合
管内で発生した局所的な災害に弘
大病院の医療チームが出動するこ
と，平時から様々な研修及び訓練
を共同で実施することで救急医療
体制の充実強化を図ることなどが
盛り込まれています。

締結にあたって，同組合管理者
である櫻田宏弘前市長から，「大
規模災害の応援体制や弘前管内で
の救急体制について，さらなる充
実強化を進めていきたい。」旨の

弘前地区消防事務組合との大規模災害等における連携協定を締結
挨拶がありました。 引き続き，
袴田健一病院長から，「これまで
培ってきた協力関係や信頼関係を
本協定によってさらに深め災害医
療に貢献していきたい。」旨の挨
拶がありました。

締結式には，
同組合から管
理者である櫻
田 宏 弘 前 市
長，中村康司
消防長の２名
が，本院から
は 袴 田 病 院
長，花田高度
救命救急セン
ター長の２名
が出席しまし
た。

本協定を契

機に，これまで培ってきた救急医
療における連携関係を災害医療に
まで発展させ，有事の際の対応能
力を両機関が平時から教育・訓練
を行うことによって強化していき
ます。 （医事課）

●●●研修医のひとりごと●●●

初めまして。臨床研修医２年
目の青木と申します。私は１年
目を弘前総合医療センター，２
年目を弘前大学病院で研修させ
ていただく所謂“たすき掛け”の
Cプログラムを選択しました。
初めての当直では何も出来ず

に右往左往。“良かれ”と思い急
患の問診に長時間を費やしてし
まったり…。万年文化部であ
り，牛の歩みの如くまったりと

生きてきた自分にとって，医師
の世界は目まぐるしく，着いて
いくことに必死な毎日です。し
かし，そんな中でも心根の優し
い同期に恵まれ，苦しくも楽し
い実りある１年となりました。
２年目となり大学に来てから
はより専門的な症例が多く，勉
強会等も頻繁に開催されてお
り，環境の変化に何とか喰らい
つき日々研鑽中です。地域医療
研修では石澤内科胃腸科にお世
話になり，患者さん一人一人に
寄り添う医療体制や，介護を含
めた連携がいかに必須なのか
等，あたたかい医療とは何かを
考える良い機会となりました。
私生活は，小学生の時から続

臨床研修医　
２年目　

青木　香子

けている，現代風に言うところ
の“推し活”で充実しています。
自担が雑誌の表紙を飾る，自担
がＣＤを出す，自担がテレビ番
組に出演する，etc…。慌ただ
しい研修生活でも，自分を見失
わずにいるためには“自担”とい
う大黒柱は必要不可欠ですね。
最後になりますが，こんな私

も来年からは３年目となり，研
修医を離れ一人の医師として見
られる機会が多くなると思いま
す。いつでも謙虚に，感謝と礼
儀を忘れず，日々笑顔の精神で
努力してまいります。ご精読あ
りがとうございました。

弘前大学医学部附属病院へのご寄附，
心より御礼申し上げます

　お名前の掲載をご承諾いただいた方に限り，ここにご芳名を掲載させていただきます。
　今号では，令和６年５月から令和６年７月末までの間にご入金を確認させていただきました
方を公表させていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経理調達課）

寄附者ご芳名
　〇長谷川　トモ子　様　〇乾　明成　様　〇藤本　輝子　様
　〇髙橋　弘一　様
　　匿名希望　５名
※掲載の同意をいただいた方以外は，匿名希望とさせていただきました。

本院では６月７日，入院患者さ
ん限定の院内コンサート「名曲の
花束」を開催しました。このコン
サートは来年青森県内で開催され
る「青い海と森の音楽祭」に向け
たアウトリーチのひとつとして，

「音楽に触れる機会の少ない方々
に音楽を届けたい」というプロの

音楽家の方々のご厚意により実現
したものです。

ご出演されたのは，日本を代表
する音楽家であるバイオリンの矢
部達哉さん，ピアノの横山幸雄さ
ん，五所川原市出身のソプラノ歌
手　隠岐彩夏さんの３名で，バイ
オリンの矢部達哉さんは NHK連

続テレビ小説「あぐり」
のテーマ曲「素晴らしき
日々へ」を演奏されたご
本人であり，生演奏が聴
ける貴重な機会となりま
した。

他にもマスネ作「タイ
スの瞑想曲」，ショパン
作「子犬のワルツ」と「英
雄ポロネーズ」が演奏さ
れ，また，ドヴォルザー
ク作「我が母が教えたま

プロの音楽家による院内コンサートを開催

いし歌」，映画「紅の豚」の挿入
歌　加藤登紀子作「時には昔の話
を」，映画「オズの魔法使い」の主
題歌であるアーレン作「虹の彼方
に」，木下牧子作「竹とんぼに」で
は隠岐彩夏さんの美しいソプラノ
の歌声が会場となった中央待合
ホール内に響き渡りました。

会場には入院患者約70人を含
む約110人が集まり，プロの音
楽家によるクラシック音楽や映画
音楽の名曲に聴き入り，大きな拍
手が贈られていました。 （医事課）

院内コンサートの様子

矢部達哉さん（左），横山幸雄さん（中），
隠岐彩夏さん（右）


